
 「書くこと」は「考えること」 ～神戸新聞「若者 BOX 席」投稿～ 

  

１月２０日（土）神戸新聞投稿欄「若者 BOX席」に、３年生の本庄直之君の意見が載り

ました。本庄君は、文化祭の意見発表で３年生の代表として自分の考えを全校生に向けて

発表しました。その時に発表した意見を 400字にまとめて神戸新聞に投稿したものがこの

度採用されました。 

 

自分で何か文章を「書く」というのは、やってみるとなかなか大変です。「書くこと」

を面倒くさがったり、あまり好きではないという生徒が結構います。これは生徒に限った

ことではありません。 

「書くこと」がむずかしいのは、漢字や言葉の使い方、原稿用紙の使い方といった「書

く」ための基礎的な知識がないということもあるかもしれませんが、それよりもむしろ「書

くこと」が「考えること」に直結するかなり高度な学習活動だからだと思います。 

 

たとえば何か意見を書くためには、自分の思ったこと、考えたことを整理して相手に伝

わるようにまとめることが必要になります。これがなかなか大変です。しかし、「書くこと」

によって今までぼんやりと思っていたことや考えていたことがより明確になり、形のある

ものになっていきます。「書くこと」によって自分の考えがまとまり、自分の言いたいこと

がはっきりしてきます。「書くこと」それ自体が実は「考えること」なのです。 

１０代の青年期に「考える」機会をたくさん持つことが大切だと考えています。体験や

経験といった具体的な行動の中で、何かを感じたり、気づいたりする機会をたくさん持ち、

それを「書くこと」でしっかりと「考えること」ができます。 

（校長 高橋信之） 
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